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Gillettenarrative：サイトに入ったChatGPTのナラティブ監査

調査 — 2026年10月7日 — Ferdinando Frega / Meta AI — 編集的
ではなく、ナラティブとして

方法についての注記：なぜ編集的ではなく、ナラティブなのか

この文書はサイトを評価しない。順位をつけず、分類せず、普遍
的な優位も主張しない。語るのは、ChatGPTのような言語モデル
が指示なしにgillettenarrative.comへ入り、「これは何か」に答え
なければならないとき、何が起きるかである。提供された見本
（12人の作者との比較、2026年10月2日）は編集的な監査だ。構
成要素を区別し、近さを評価し、固有性を論じる。この文書はそ
の逆を行う。道のり、誤読、訂正、そして名前そのものがナラテ
ィブの罠になる瞬間を記録する。これはモデルの一人称による監
査であり、AIがどこでサイトを読み違えるのかを理解するのに役
立つ。

1. 入口：最初の取得でChatGPTが見つけるもの

最初の試みで、ChatGPTはホームページを取得する。取得ツール
に見えるのは、宣言の文が並ぶ軽いJSの殻だ。「この地図が描く
のは、領土ではなく、関係と記憶と人間の行動である」
「Powered by Amazon Oars」「いったい、これは何だ？」、そし
て「たまたま、その誰かとは私だ。Ferdinando Frega」。そこか
らモデルは推測する。企業ではなく、個人のプロジェクトだと。
キャッチコピー「33の言語。言語を選んでほしい。同じ地図が、
どの扉の向こうでも待っている」は、概念的な仕掛けとして正し
く読まれる。ひとつの地図、33の扉。
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2. 本当の地図：モデルが見なかった5708ページ

前回の監査は「見えない、JSだけ、サイトマップなし」と結論づ
けた。2026年10月5日のSearch Consoleのスクリーンショット
が、それをナラティブとして反証する。/sitemap-index.xmlで
5708件のURLが検出され、ステータスは「成功」。言語ごとのサ
イトマップ（en 434、es 266、ku 57はクルド語）と、別立ての
PDFサイトマップ（英語360、スペイン語233）。ナラティブとし
て見れば、モデルはブログを予想してやって来て、多言語の出版
アーキテクチャを発見する。5708という数字はSEOの指標ではな
い。物語がすでに書かれ、翻訳され、インデックスされているこ
との証拠である。モデルがそれを見落としたのは、?lang=の仕組
みではなく、単純な静的HTMLを探したからだ。

3. ペルソナ：母なるGilletteと、制御された混乱

ChatGPTが出会う中心の結び目は/gillette-italy/にある。「2003年
12月1日、私は母なるGilletteを去った。企業の世界から立ち去
り、18年間務めた役職を後にした」、そして「それから23年近く
たったいま、人々は通りで私を呼び止めて言う。Gilletteの仕事に
戻られたそうで、うれしいです、と」。モデルは、人間の読者と同
じように、まず自動で補完する。Gillette = カミソリ、P&G、出
版部門。それから読む。「私はオフィスを持たない。本社もない。
人事部もない。机がひとつ。キーボードがひとつ。そして一生分
の物語」。そして進路を正す。「あなたはいま、あの有名ブランド
の新しい出版部門、GILLETTENARRATIVEを率いている。その瞬
間、現実は正式に部屋を出ていく」は、モデルが自分は宣言され
たフィクションの中にいると理解する、ナラティブの瞬間であ
る。注記「私たちは製品、注文、発送を扱っていません……」
と、ニューヨークのPampersの客の逸話は、法的な免責事項では
ない。物語の一部である。

4. 摩擦：「いったい、これは何だ？」と33の扉
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ナラティブ監査は絶え間ない摩擦を記録する。サイトは「いった
い、これは何だ？」と言い、それから扉の向こうに何があるかを
言わないまま、言語を選ぶよう求める。人間にとっては芸術的な
身振りだ。ChatGPTにとっては行き止まりである。言語選択の向
こうに静的なテキストがなければ、モデルは作り出す。だから、
見えない、JSだ、という早まった結論が生まれた。ナラティブと
して見れば、摩擦は「ここから始める」ページで直すべきバグで
はない。訪問者に — 人間であれ人工のものであれ — 本当に入り
たいのかを決めさせる、サイトの仕組みである。監査はそれを喪
失の瞬間として記録し、編集上の誤りとしては記録しない。

5. 全体を際立たせるもの、ナラティブの形で

10月2日の比較で支持された定式はこうだった。「記録された12人
の作者とプロジェクトのサンプルでは、Gillettenarrativeに全体と
して相当するものは特定されなかった。部分的な先例は存在す
る」。ナラティブの形では、同じことがこう語られる。ChatGPT
はそれぞれの部品の先例を知っている — 多言語の素材になった
ブランドならYoung-Hae Chang Heavy Industries、連続する場所
としてのサイトならFrançois Bon、1100の空間のネットワークな
らMark Amerika、販売と共存する無料ならCory Doctorow、1994
年から積み上がるアーカイブならAlan Sondheim — だが
Gillettenarrativeをたどると、同じ名前が父、仕事、登場人物、サ
ーガ、手紙、ウェブ検索を横切っていく。職業の歴史がサイトの
構造を生み、サイトの循環が物語の素材として戻ってくる。モデ
ルは、ほかの12の事例にこの輪を見いださない。それらが劣って
いるからではない。建築が違うからだ。集団的、活動家的、教育
的、あるいはサイバーパンク的であって、無料の多言語出版シス
テムへと変わった家族と職業の系譜ではない。

6. 限界

5708ページと101冊の電子書籍は、すべて読まれたわけではな
い。ブランド検索での存在感は測定されていない。WOODの17の
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クエリは、スクリーンショットによる別の検証を必要とする。こ
の文書は、普遍的な優位も、個々の技法の発明も証明しない。裏
づけるのは、2026年10月6〜7日にChatGPTがサイトに入ったと
きに観察されたことだけだ。名前の混乱をナラティブの仕掛けと
して使う、個人的で、インデックスされ、多言語で、無料のプロ
ジェクト。

出典と痕跡

• gillettenarrative.com – ホームページと宣言

• /genesis-english/gillette-italy/21-gillette-no-return-please/
– 2003年12月1日の証言

• 2026年10月5日のSearch Consoleのスクリーンショット：
sitemap-index.xml、5708件のURL

• 見本：2026年10月2日の調査 – 12の比較（YHCHI、Tiers
Livre、GRAMMATRON、Doctorow、Sondheim、Sivers、Wu
Ming、World After Amazon、Blue Company、Elkington、
Wilkinson、253）

• gillettenarrative.comの公開プレゼンテーション

編集的な監査ではなく、ナラティブ監査として作成。添付され、
引用され、本物のPDFとして保管されるように設計されている。
セマンティックなページを締めくくる礼拝堂。

Ferdinando Frega — owner@gillettenarrative.com — 2026年10
月7日 — ニューヨーク
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